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特別損失計上に関するお知らせ  
 
当社は、平成30年3月期決算において、下記の通り特別損失を計上いたしましたのでお知らせいた

します。 

 

記 

 

１.特別損失（連結）の内容 
（1）店舗閉鎖損失引当金繰入額 

営業店の閉店に伴う損失見込み額を61百万円計上いたしました。 
 
（2）固定資産除売却損 

営業店の閉店や改装等に伴い、損失額を108百万円計上いたしました。 
 
（3）減損損失 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、営業店の収益性の低下等による減損損失を366
百万円計上いたしました。 

 
上記のほか、「その他」27百万円の損失額を計上し、合計563百万円の特別損失を計上いたしました。 

 
２．特別損失（個別）の内容 
（1）店舗閉鎖損失引当金繰入額 

賃貸物件の閉鎖に伴う損失見込み額を32百万円計上いたしました。 
 
（2）固定資産除売却損 

賃貸物件の除却等伴い、損失額を28百万円計上いたしました。 
 
（3）減損損失 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、賃貸物件の収益性の低下等による減損損失を362
百万円計上いたしました。 

 
（4）貸倒引当金繰入額 

当社連結子会社である株式会社ＢＡＳＥの財政状態及び業績を勘案した結果、貸倒引当金を
479百万円計上いたしました。なお、貸倒引当金繰入額は連結決算上消去されるため、連結業績
への影響はありません。 

 
 以上、合計902百万円の特別損失を計上いたしました。 
 
３.業績への影響 
  上記の特別損失は、本日公表いたしました「平成30年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」に
反映しております。 

 
 

以 上 

 

 


